

























































































































































































































































vi 拙稿「震災後の保護者支援、発達支援の現状と課題　－ “場” と “育ち” の語りを中心に－」淑徳
大学短期大学部　紀要58号　2018年、或いは「フクシマにおける「臨床」としての「語り（ナ
ラティヴ）」、『研究　東洋』東日本国際大学　東洋思想研究所・儒学文化研究所編：５号、
2015年
vii 「むくどりホーム」は開設25年を迎えた札幌市南区にある多世代交流、多様な出会いの広場で
ある。25年以上、障碍児者も子どもも高齢者もそこで交流し「育って」いったと言われる国内
でも先駆的で有数の多世代交流広場である。
viii 宮崎隆志、柴川明子ほか「『未完のムクドリ』を探して：多世代多様な場をめぐる対話の記録」
北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター『子ども発達臨床研究』第10
号　2017年３月
ix 前掲『未完のムクドリ』を探して：多世代多様な場をめぐる対話の記録」pp21︲22
x 前掲『未完のムクドリ』を探して：多世代多様な場をめぐる対話の記録」P28．
xi 例えば、富山型デイサービス「このゆびとーまれ」は看護師３名により始められた多世代型の
ケアハウスである。当初は障がい児の利用でスタートしたが、現在は赤ちゃんから高齢者まで
が集う場となっている。
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８
 https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_
Shakaihoshoutantou/0000176643.pdf　富山市では同様の形態の施設がたくさんあり、2018
年４月には富山市により共生型デイサービスとしての規程などが具体化されている。
xii これは社会学の開沼　博も指摘するところである。『はじめての福島学』イーストプレス　
2015年、或いは『フクシマの正義』幻冬舎　2012年。
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